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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・7/17(火)18(水)第2回院内研修予定。7/10(火)までに出欠を入力する事。

・7/11(水)16：00～鈴木　茂子様　青山荘でケア会議を行う（参加：川井）

・昨日利用者様より、スタッフが外線電話の対応時、名前を名乗らない人がいるとの話しがある。各スタッフは再度自分の対応を見直し、きちんと名前を伝えるようにしましょう。

＜事業進捗状況　報告＞

プログラム

・疾患別プログラム修正中。

・8月分のプログラムテキストは7/15までに提出。

新書式

・入院中のデイケア体験利用時の書式手順書を関係部署を含め検討中。

治療環境整備

・7/9(月)１Ｆ脱衣所で蟻が大量発生している為殺虫剤を発注。

＜利用者様情報＞

・細越　定生様～本日、デイケアスタッフと面談を行っている。先週デイケアを辞めると言った件について、「自分がこいつら(目的を持たないデイケア利用者)と一緒かと思うと、そんな自分が嫌になる。そういう迷いが周期的にきて、今がその時期だった」と話しており、直ぐに退所という意志はない様子。「同じ所に通っていても自分が変わろうと思うかどうかだと思う。苦しい事から逃げたくなるけど向き合わなきゃ前に進まない。デイに通ってる人にはそれがない」と話す。色々考えてモヤモヤしていたり、自分のプライド的な部分に触れられるとカッとなる事があるとの事。また、デイケアを退所し、通う所が無くなる事は自分にとって大きいリスクである事、自分は統合失調症で引きこもりになってしまう事があることを話しており、自分の症状の変化は理解している様子である。自分の思いを話してくれた事を評価し、本当に退所を考えている時は関係機関と退所後どうするか話し合い、体制を整えてから退所を進めたい為、相談して欲しいことを説明している。

・久保　興介様～来所後、静養室を使用している。３０分程すると戻ってくるが、体調不良や休んだ気がしない、今朝母とトラブルがありデイに来た等と話される。不貞寝して閉じこもろうとしていたが、主治医から無理しない程度と言われているとの事で帰宅している。

・中村　弘明様～来所時から表情冴えず、「精神的にも肉体的にも疲れました」と話されている。疲労の原因については農作業を挙げており、精神的な疲労の原因について話される事は無い。疲労が蓄積している際には休んでも良い事を伝えると、「どうしようか迷っていたので、休んで良いって言ってもらえて安心しました」と話されている。本人来所時には疲労状況と共に通所が負担となっていないか確認していく。

・八木橋牧男様～顔面紅潮と手指震戦が著しいが酒臭は無い。夕食の盛り付けの際は、手指震戦の為なかなか盛り付ける事が出来ずにいる。声掛けに対しては、「どうして震えてるんだろう、怖いんだごった」と、はぐらかして返答している。体調不良時には隠さずに伝えて頂きたいことを説明している。

・下妻　康貴様～アレルギーテストについて、気になる事をスタッフに質問してきている。

＜外来情報＞

・種本　サハ様～貧血があり、7/24(火)採血検査に貧血セットが入ります。

・下妻　康貴様～鼻水・くしゃみの訴えがある。7/24(火)アレルギー全種類の検査を行う。

